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生物多様性に配慮した施設評価 ｢いきもの共生事業所認証 (都市 ･ＳＣ版 )｣ 

「横浜ビジネスパーク」が取得 
 

 

野村不動産は同社が所有する「横浜ビジネスパーク」が、このたび生物多様性保全に配慮したオフィス

ビルとして、一般社団法人いきもの共生事業推進協議会（ABINC）の「いきもの共生事業所認証

（ABINC 認証）[都市・SC 版]」を取得しましたのでお知らせします。 

 

 本認証は、自然と人との共生を企業活動において促進することを目的に作られたもので、今回の認

証が 1 回目となります。一般社団法人 企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）の｢いきもの共生事業

所推進ガイドライン｣に基づき、生物多様性に配慮した緑地づくりなどに取り組むオフィスビルや商業施

設を、ABINC が第三者的に評価・認証しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、｢横浜ビジネスパーク｣が本認証を取得したのは、以下の点が評価されたものと考えています。 

・大小 10 棟のビルが「水のホール」を備えた円形公園“ベリーニの丘”を囲むように建設され、ビジネス 

と憩いの場を併せもった施設として運営していること。 

・自然や生物の大切さに触れ合い、その重要性を考える機会として「ホタルがすむ街づくり展」を 2008 

年より継続的に開催していること。 

・メダカ、ドジョウ、カワニナなどの生態を観察できるビオトープを常設し、テナントの皆様および近隣住 

民の方の憩いの場として提供していること。 

 

 野村不動産は今後も生物多様性の保全と持続可能な利用のため、環境に配慮した街づくりに取り 

組んでまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

－本件に関するお問い合わせ窓口－ 

野村不動産株式会社 広報部 (大西・阿部)  ＴＥＬ０３－３３４８－７８０５・ＦＡＸ０３－３３４３－０４４５ 

 

【ＡＢＩＮＣ認証ロゴ】 【横浜ビジネスパーク全景】 



 

 

 

 

 

「横浜ビジネスパーク」物件概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地     神奈川県横浜市保土ケ谷区神戸町 134 

地域地区   A 地区 商業地域・防火地域(野村タワーズ他敷地) 

B 地区 近隣商業地域・準防火地域(NRI データセンター他敷地) 

保土ケ谷神戸町地区地区計画 

一団地認定連坦建築物設計制度 

用途        事務所、研究所、商業施設、地域冷暖房熱供給センター他 

建築主      野村不動産株式会社 

設計管理    横浜ビジネスパーク設計室(野村不動産株式会社・株式会社大林組共同設計) 

敷地面積    A 地区 54,099m² B 地区 16,957m²他 

駐車場      586 台  

 

「いきもの共生事業所○Ｒ認証（ABINC 認証）」の概要 

■主   催：一般社団法人 いきもの共生事業推進協議会 

■認証基準：都市部に位置する、ビル・ショッピングセンターなどの企業、団体について、一般社団法

人 企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）の「いきもの共生事業所推進ガイドライン」※

土地利用通信簿 [都市・SC 版]に基づき、以下の項目について、持続可能な土地利用を

評価・認証する。 

○生物多様性に貢献する環境づくり 

○生物多様性に配慮した維持管理 

        ○ステークホルダーとのコミュニケーション 

○地域の希少種の保全への取り組み 

 

 

※｢いきもの共生事業所推進ガイドライン｣とは？ 

 一般社団法人 企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）の中にある｢持続的土地利用ワーキング｣の

メンバーが、東北大学、山形大学の研究者と協働し開発したガイドライン。生物多様性に配慮した土

地利用の考え方や処方箋を示し、取り組みの成果を可視化することで、生物多様性に配慮した土地

利用を促進することを目指します。 

※いきもの共生事業所は、JBIB の登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

【「ベリーニの丘」】 【2013 年度ホタル観賞館と常設ビオトープ】 



 

 

 

 

 

一般社団法人いきもの共生事業推進協議会 

 

【団体概要】 

■名称：一般社団法人いきもの共生事業推進協議会 
 [英文名：Association for Business Initiative in harmony with Nature and Community＝略称 ABINC（エイビンク）] 

■設立：2013 年 12 月 25 日 

■目的：「自然と共生する世界」の実現にビジネスの貢献を推進するために、自然環境と地域共同体

への負荷をできるだけ外部化しようとしてきた企業活動のベクトルを反転させ、志をともにする団体と

協働して、いきものと人が共生するしくみを「創像」し、科学的・技術的に「検証」し、「事業化」すること

を目的として設立。 

■連絡先：info@abinc.or.jp 

■ホームページ：http://www.abinc.or.jp/ 

 

 

■設立発起人：中静  透  （東北大学大学院生命科学研究科教授）※代表理事に就任 

          亀山  章  （公益財団法人日本自然保護協会理事長、東京農工大学名誉教授） 

          森本幸裕  （京都学園大学教授、京都大学名誉教授） 

          黒田大三郎（公益財団法人地球環境戦略研究機関シニアフェロー） 

          梶谷  修  （一般社団法人日本環境アセスメント協会会長） 

          大内政男  （株式会社三菱地所設計代表取締役社長） 

          片岡明人  （住友林業株式会社常務執行役員・山林環境本部長） 

          川延昌弘  （一般社団法人 CEPA ジャパン代表） 

足立直樹  （一般社団法人企業と生物多様性イニシアティブ事務局長） 

原口  真  （一般社団法人企業と生物多様性イニシアティブ顧問） 


